
オ

タ
ク

文
化

が
ク

ー
ル

ジ

ャ
パ
ン

と
し

て
脚

光
を
浴

び

る

な
か

、
著
者

は

、
興
味

本
位

な

「
オ
リ

エ

ン
タ
リ

ズ

ム
」

を
超
え

る
正

し

い
理

解
を
求

め

、
コ
ス

プ
レ

、
鉄

道

オ
タ
ク

、
萌

え

、
格
闘

ゲ
ー

ム

、
腐
女

子

な
ど
に

つ
い

て
論

述
す

る
。

ま

た
、

次
の
文

献

を
収
録
し

て

著
を

構
成

す
る

。「
小

さ

な
物
語

を
デ

ー
タ

ベ

ー
ス

消
費

す

る
」

と
す

る
東

浩
紀
氏

の

『
動

物
化

す
る

ポ
ス

ト
モ

ダ

ン
≒

「

蛸
壷

の

宇

宙
の

中
で

つ

な

が
　
　
　
　
　

１

り

を
求
め

る

」
と
　
　
　
　
　
　

Ｉ‥‥

す
る

北
田

暁

大
氏

の

「
瑞

う
日

本
の

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ
　
　
　
　
　

琴

ム

」
。
「
個

室

が
都

市

空

間
に

延

長

す

る
」

と

す
る
森

川

皿

皿

嘉

一
郎
氏

の

「
趣

都
（
ア

キ
ハ

パ

ーフ
）

の

誕

生
」
。

い

ず

れ
も

、
オ
タ

ク
文

化
に

、
近

代

を
超

え

る

ポ
ス
ト
モ

ダ

ン
の

可
能

性

を
見

い

た

そ
う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

教
育

に
お

い
て

は

、
そ
の
可

能

性

を
受

け
止

め
つ

つ

、
こ

れ
ま
で

の
「
大

き

な
物
語

」

と
し
て

の

歴
史

学
等

を

彼

ら
に

伝
え

る
こ

と
が

求
め

ら

れ
よ

’つ
。オ

タ
ク

の

「
想
像

力

」
に

つ
い
て

、

辻

泉

氏

は

「（

私

自

身

が

）

な

ぜ

鉄

オタク的想像力のリ

「
電

車

の

時
代

」

を

「
夢

想

の

時
代

」
、
低

成

長
教

育

の

「
ポ
ス

ト
電

車
の

時
代
」

を
「
幻

想
の

時
代

」
、
現

在

の

「

ポ
ス

ト

鉄

道
の

時
代

」
を
「
妄

想
の

時
代

」

と
分

析

す
る

。
そ

し
て

、

こ
の

よ

う

な
「
想

像
力

の
文

化

」
を

組
み

込
ん

だ

新
た

な
社

会

を
構

想
す

る
よ

う
提

唱

す
る

。

宮

台
真

司

氏
は

、

オ
タ

ク

・
コ

ン
テ

ン
ツ

が
持

つ

「
文

脈
の

無
関

連

化
機

能
」
に

よ

り
、「
オ
リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム
」

の

曲

解
が
乗

り
越
え

ら

れ
る

の

は
時

間

の

問
題
と

す
る

。
教

育
に

お

い
て

は

、

オ
タ
ク

ヘ
の

興
味

本
位

な
曲

解

は

払
拭

し
た

上
で

、
先
人

の

蓄
積

し

て

き

た
文
化

・
価

値一
を

伝
承

し

、
そ

れ
を
生

徒
の
内

的

世
界

の

「
文
脈

」

と

関
連

付
け

さ
せ

、
彼

ら
の

想
像

の

壁

を
日
々

破

ら
せ

る
よ

う
に

し

た
い

。

（
聖

徳
大
学

教
授

・
西

村
美

束
士

）
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